
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
哲
学
的
、
社
会
科
学
的
、
心
理
学
的
、
医
学
的
な
考
え
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
古
代
か
ら
、
人
間
学
的
二
元
論
と
い
う
も

の
に
規
定
さ
れ
て
き
た
。
人
は
《
精
神
的
ｌ
感
官
的
》
（
鴨
冒
置
‐
“
宮
島
。
ご
存
在
で
あ
っ
た
し
、
い
ま
も
そ
う
だ
と
い
う
。
こ
の
規
定
に
従
っ

て
（
暗
に
認
め
て
）
論
じ
ら
れ
る
問
題
、
す
な
わ
ち
し
ば
し
ば
精
神
病
の
発
端
と
な
る
「
身
心
葛
藤
」
「
義
理
人
情
の
葛
藤
」
「
個
人
的
欲
求
と

社
会
的
規
範
の
間
の
葛
藤
」
の
問
題
も
こ
れ
と
同
じ
く
ら
い
古
い
。
「
心
身
症
」
と
い
う
医
学
専
門
用
語
に
も
、
そ
の
体
系
的
起
源
が
読
み
と

「
人
は
、
遊
び
の
中
に
お
い
て
の
桑
真
に
人
と
な
る
ｃ
」
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ラ
ー
の
こ
の
言
葉
は
、
今
日
ま
で
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
社
会
科

学
者
、
精
神
分
析
家
の
心
を
と
ら
え
て
き
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
適
確
に
表
現
し
て
い
る
。
遊
び
と
遊
び
行
動
の
中
で
こ

そ
、
人
は
、
義
理
と
人
情
弓
霞
。
胃
色
目
ｚ
①
喧
』
昌
巴
を
う
ま
く
統
合
し
、
い
わ
ば
責
任
を
自
覚
し
た
、
自
由
で
幸
せ
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
同
時
に
こ
れ
に
よ
っ
て
人
間
性
の
す
べ
て
が
、
本
来
の
権
利
に
め
ざ
め
る
の
だ
と
い
う
。

ら
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
中
に
示
さ
れ
た
葛
藤
の
解
決
法
は
多
く
の
場
合
一
面
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
の
心
か
体
の
ど
ち
ら
か
に
重
き
を
お
く
。

ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に
お
け
る
〃
遊
び
〃
の
概
念
と
、
医
史
学
へ
の
影
響

《
《
己
①
局
夛
角
①
旨
胃
面
目
牌
邑
巨
周
旦
騨
”
四
口
蜘
夛
白
田
］
胃
戸
君
○
①
Ｈ
の
宮
①
岸
こ

グ
レ
ゴ
ル
・
パ
ウ
ル
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グ
レ
ゴ
ル
・
パ
ゥ
ル
博
士
は
、
一
九
四
七
年
、
現
在
東
独
の
マ
グ
デ
プ
ル
グ
生
ま
れ
。
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
マ
ン
ハ
イ
ム
各
大
学
で
哲

学
、
独
文
学
、
数
学
を
専
攻
。
七
六
年
カ
ン
ト
の
美
学
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
絵
画
の
研
究
で
文
学
博
士
、
八
三
年
、
美
学
理
論
の
研
究
で
教
授
資
格
授
与
。

科
学
論
、
美
学
論
、
日
本
中
国
の
古
典
哲
学
、
宗
教
論
文
多
数
。
カ
ル
ル
ス
ル
ー
エ
大
学
、
昆
明
大
学
で
教
え
、
現
在
大
阪
市
立
大
学
で
独
文
学
の
講
義
担
当
。

シ
ラ
ー
、
ラ
イ
ヒ
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
の
考
え
方
を
主
と
し
て
略
述
し
た
あ
と
、
そ
れ
が
思
弁
上
の
構
成
や
幻
想
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論

証
し
よ
う
と
思
う
。
と
く
に
、
医
学
の
日
常
問
題
の
解
決
、
す
な
わ
ち
「
治
療
構
想
」
に
つ
い
て
、
哲
学
的
省
察
と
い
う
形
で
寄
与
し
う
る
か

ど
う
か
を
説
く
。
さ
ら
に
、
「
遊
び
」
が
こ
の
場
合
、
日
常
用
語
と
、
い
っ
た
い
、
あ
る
い
は
ど
の
程
度
ま
で
一
致
す
る
か
に
つ
い
て
述
べ
る

フ
ラ
ト
ン
主
義
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
義
は
、
体
を
心
に
従
属
さ
せ
る
よ
う
に
説
く
。
こ
の
点
は
今
日
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
義
で
も
同
じ
で
あ
る
。
フ

ロ
イ
ト
の
「
現
実
原
則
」
の
概
念
も
同
じ
方
針
を
と
る
。
実
際
的
ｌ
政
治
的
超
現
実
主
義
は
、
相
反
す
る
解
釈
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
解
決
法
は
す
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
、
数
多
く
の
具
体
的
な
心
身
葛
藤
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
根
ざ
し
て
お
り
、
い
ま
も
な
お
そ
う
で
あ
る
。

人
の
体
も
心
も
自
律
に
委
ね
る
と
い
う
考
え
方
は
、
カ
ン
ト
の
美
学
を
範
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。
カ
ン
ト
美
学
の
人
間
像
は
二
元
的
で
は
な

い
。
精
神
と
感
官
の
ほ
か
に
人
は
第
三
の
能
力
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
「
快
・
不
快
の
能
力
」
で
あ
る
。
人
は
精
神
的
、
感
官
的
関
心
を
う
ま
く

調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ン
ト
に
な
ら
っ
て
、
シ
ラ
ー
は
、
形
成
本
能
ｇ
ｏ
輔
目
風
①
ｇ
、
物
質
本
能
（
聾
○
聞
鳥
ｇ
、
遊
び
の
本
能

（
普
国
風
の
ｇ
を
区
別
し
た
。
遊
び
の
本
能
は
美
の
原
点
で
あ
る
。
人
は
こ
の
本
能
と
結
び
つ
い
た
心
構
え
が
第
二
の
天
性
と
な
る
ま
で
、
そ

の
本
能
を
潤
養
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
個
人
的
政
治
的
に
自
由
な
生
き
方
が
実
現
で
き
る
と
い
う
。
フ
ロ
イ
ト
の
「
快
楽
原
則
」
と

「
現
実
原
則
」
の
考
え
方
に
対
す
る
批
判
の
際
に
は
、
ラ
イ
ヒ
（
閃
ｇ
ｏ
ご
と
マ
ル
ク
ー
ゼ
（
冒
胃
冒
吻
①
）
は
、
カ
ン
ト
と
シ
ラ
ー
を
引
合
い
に

出
し
て
い
る
。

こ
と
に
な
る
シ
ク
。

（
カ
ル
ル
ス
ル
ー
エ
大
学
・
大
阪
市
立
大
学
）
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